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	日本の農業税制に関する�課題と対応
	１　日本農業の現状認識�―潜在能力が活かされていない―
	２　これまでの農政の評価と反省�　　―保護政策が競争力の強化・自立へと繋がっていない―
	３　世界とのかかわり�　　―自由貿易体制の枠組みのなかでの競争力強化―
	４　国民的視座からの農政を�どう確立するか�　　―あるべき農業の姿とそのための手段、適正な負担―
	５　意欲ある農業従事者に対する�資金調達手段の整備�　　―農業も含めた�潜在的需要の顕在化―

